
⑧学会関係

　日本地理学会二季大会は・4月存日～7日・東京都立大学目黒校舎に旧いて開催された・4・5

日は自然53，入文56の研究発表が行われ，岡崎セツ子．高田和枝両袖が「先志摩の地形につい

て」発表した。エクスカーシ・ンは，利根川中流蔀Z）自然と入文，秩父の風土と生産，日立。鹿島両

地区の工業と地域開発㍗信濃川中流部の地形の4斑に分れて行われた。

　6月10日東大地理学教室で行われた6月例会において，浅海重夫助教授が田本の土壌分布，

とぐに地形面との対応について」と題．し発表を行うた。

　秋季大会は，10月51日～11月5日愛知県岡崎の愛知教育大学で開催される。今回はシンポ

ジウム形式で，一般発表は行われない。シンポジウムのテーマは，（1）構造地形学の課題（10月

51日），（2＞水資源の開発と利用（11月畑），（3）大都市圏の比較研究（10月51．日，11月1日）

である。巡検は，（1）根尾谷断層（日帰り），（2膿尾平野の土：地利用（1泊2日），（3）大都市名古屋

の発展と休養地の開発（1泊2β），（4凍三河・浜名湖周辺地域の地方都市と地域開発（1泊2日）

’の予定である。

　第31回九学会連合大会は，5月15・14日に東大理学部2号館講堂申開円明，共同調査「利

根川」について堵4の研究発表と共同討議が行われた。：地理学会関係では，利根川中流：域の地形と

洪水，利根川下流地帯の開発の発表力・あった．共向調査「利根川」は4怖度は躰地理学会幽

番学会をつとめ，引続き42年度も調査が行われる。

』九学会連合は，故渋沢敬三氏の提唱により発足，地理．考古．：人類．心理，民俗．音楽．言語・

宗教．社会の各学会から成り…雑誌「人類科学」を発行している。昭和25年より大体島・半島を

対象として綜合的左共同調査を行ってきた。今迄に調査した：地域は，対島（昭和25．26年）・

能登（27．28年），奄美大島（50～52年），佐渡（54～56年，54年度調査隊長渡辺

光教授．地形担当式正英助教授他），．下北（ろ8．59年）でそれぞれ報告書が出されている。

　　⑧同幽窓余関係

第6回地理学科同窓会は1昨年斜月20日の徽音祭当β，地理学第二研究室で行われた・出席

者は1回生から14回生まで計25名，：大学側からは渡辺．松井．浅海．正井の各先生と貝山さん

が御出席下さり，近況報告その他で楽しいひとときを過ごした。本年は松井先生の還暦を記念して

盛大に行う予定。

　各回のクラス会の模様は以下のとおり。，．
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1回生一はじめは1年1回今はあまりしない。59年春休みが最：後。2回生一58年7月頃が

最後でほとんどしない。3回生一年1～2回，原則として細入の日で最近は42年輩月22日桜

蔭会館にて7人出席，クラス会を記録したノー・トをまわす。｛0周年には網代まで一泊旅行8名出

席。4回生一一年1回6，月頃，最近は6月10日桜蔭会館にて7人出席。｛⑪周年は昨年6月，博

士東京大飯店で恩師を招いて挙行。5回生一年2回春と秋5～6入出席，手紙形式のノートを回

覧し1年に1回りする。10カ年記念に42年4月有楽町で恩師を招いて盛大に行なう・1入欠席

のみ。6回生一58年春が最後で3～4人位，地方外国在住者が多いので不活発。7回生一

59年2月が最後で半数位出席，卒業以来5回しただけ10周年には盛大にすることを計画中。8

回生一年1～2回桜田会館にて最近は42年5・月下旬蒙0逗留出席・9回生「年て悪臣・最近

は41年5月沢田さん宅にて5～6入出席。10回生一一年1回三又は秋，最近は5月22日後楽

園で半数出席。1ユ回生一「51日」午後6時齢茶の水駅前「ジロー」にて6曽8人でダべる。

12回生一年1・回最近は41年8月末横浜でア入出席，多い時は12人。13回生一覧までに

1回42年t月29日5人出席。14回生一三までに｛回41年7．月14人出席。15回生；一

42年7月22日新宿，出席は10入位の予定。

　前々号（第7号）発刊以降結婚された方は次の通珍です（敬称略・7月1日現在）。『
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